
群馬工業高等専門学校　2008 年度シラバス　8000420003CC/20090708

( 科目コード：8000420003CC)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】応用物理 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・3 年次
【担当教員】

宇治野 秀晃

【授業目標・教育方針】
大学教養レベル程度の微積分を用いる簡単な力学の理解と典型的な例題の解法の修得

【授業概要】
微積分を使わない高校物理で学んだ力学を微積分を用いて定式化し直し，すでに学んだ簡単な質点の運動だけではな
く，微積分や線形代数などを用いて初めて取り扱うことの出来る質点，質点系および剛体の運動の初期値問題の解法
などを通じて，大学教養程度の基本的な力学を学ぶ．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：物理入門コース 1. 力学：戸田 盛和：岩波書店：4000076418
問題集：演習力学 ( セミナーライブラリ物理学 (2))：今井 功 , 高見 穎郎 , 高木 隆司 , 吉沢 徴 , 下村 裕：サイエンス社：
4781911382
参考書：物理入門コース 2. 解析力学：小出 昭一郎：岩波書店：4000076426
参考書：ファインマン物理学 1. 力学：ファインマン・レイトン・サンズ 著 坪井 忠二 訳：岩波書店：4000077112
参考書：詳解 力学演習：後藤・山本・神吉 共編：共立出版：4320030257
講義はほぼ教科書に沿って進めます．ただし教科書には載っていなくても，重要な項目については講義で補足します
ので，講義ノートはキチンととって下さい．問題集は，基本的には日頃各自で学習するためのものです．その他の参
考書は，意欲的な諸君のために挙げたものです．他にも良い本は沢山ありますので，図書館や書店でいろいろ手に
取ってみて，自分にあった 1 冊を見つけて下さい．

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【メッセージ】
様々な学問の中で，物理学はその修得に著しい困難を感じる学生が特に多い学問です．そんな物理学の土台にあるの
が力学です．復習を中心に，日頃から地道に学習に努めて下さい．また一人では解決できそうにない疑問点を，納得
できないまま何日も放置しないようにしましょう．このような疑問点は決して一人で抱え込んだりせず，先生や物理
の得意な級友に，その都度早め早めに質問して教えてもらうことを強くお勧めします．

【リンク】
http://h4ujino.hp.infoseek.co.jp/

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%，その他：試験の出題方針及び成績処理の詳細については，上記 URL を参
照下さい．
［後期］中間試験：50%，期末試験：50%，その他：試験の出題方針及び成績処理の詳細については，上記 URL を参
照下さい．

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力
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【授業計画】（授業名：応用物理 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 3 回 古典力学における時空 ・デカルト座標
・位置，速度，加速度と微積分
・運動の３法則
・運動量と力積，運動量保存則

第 4 回～第 11 回 簡単な運動 ・等速度運動，等加速度運動
・速度に比例する抵抗の働く落体の運動
・放物運動，斜面と摩擦
・仕事，運動エネルギー，保存力とポテンシャル
・エネルギー保存則
・単振動，単振り子
・等速円運動，円錐振り子

第 12 回～第 15 回 万有引力とケプラーの法則 ・惑星の運動とケプラーの法則
・万有引力の法則と Newton ポテンシャル
・平面極座標と運動方程式

第 16 回～第 17 回 角運動量と力のモーメント ・べクトル積と角運動量
・力のモーメントの定義
・中心力と角運動量の保存則
・回転の運動エネルギー

第 18 回～第 20 回 質点系の力学 ・質点系の運動量・角運動量・運動エネルギー
・重心自由度の分離
・重心系と相対座標・換算質量
・二体問題

第 21 回～第 27 回 簡単な剛体の運動 ・剛体の運動方程式
・剛体のつりあい，剛体の重心
・剛体の運動エネルギー ( 並進と回転の )
・剛体の運動量と角運動量
・慣性モーメント
・固定軸のまわりの剛体の運動
・剛体振り子，剛体の平面運動

第 28 回～第 30 回 相対運動 ・慣性系，重心系と実験室系
・運動座標系に対する運動方程式
・コリオリの力
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